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―教員と学生の内的評価の分析を中心に―
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要旨：「学生オペラ」の発信は，教育現場で活躍できる人材育成と，岡山大学を文化活動の拠点とした文化・芸

術活動の盛んな地域づくりを目指すことを目的として実施したものである。本稿では，（１）に引き続き，その

取り組みの意義と課題について，教員（指導者）と学生の内的評価の分析を中心に考察を行った。学生対象のア

ンケート結果からは，全体の 88％の学生が参加してよかったと感じており，また，教員養成におけるオペラ活動

の意義を良い経験であると感じている学生は 97％であった。大半の学生が，オペラのような総合的且つ横断的な

分野の経験は，教育現場で活用でき，協調性や自主性を伸ばすことにもつながると考えており，活動の意義を共

有していることがわかった。教員（指導者）のアンケート結果からは，それぞれの役割を発揮できたという連携

の意義と，物理的体制の強化について課題が確認された。
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Ⅰ．はじめに
　本稿では，「学生オペラの発信の取り組みの意義と

課題（１）」に引き続き，「学生オペラ」を通して取

り組んだ教育活動の意義と課題について報告をする。

　教員養成に関わる大きな変革の時代の背景を受け，

筆者らは教員の資質向上の一助として，高度な教科

専門力と教育現場で求められる実践力・指導力を兼

ね備えた学生輩出を目的に，「学生オペラ」に取り組

んだ。既に報告したように（１）では，「学生オペラ」

本番までの約半年間に及んだ準備期間の様子とその

成果に焦点をあてると共に，私たちが取り組んださ

まざまな連携のあり方と課題について述べた。また，

終演後に実施した附属学校の児童・生徒と，一般観

客を対象としたアンケートの結果について，考察・

検討をおこなった。

　本稿では，さらに，この取り組みに関わった学生

と教員（指導者）を対象に実施したアンケート調査

の結果を中心に，報告をおこなう。

Ⅱ．「学生オペラ」に取り組んだ学生へのアンケート
１．調査の概要

　定期演奏会終了後に，４部門：キャスト（11 名），

合唱（11 名），オーケストラ（賛助除く８名），スタッ

フ（５名）の計 35 名を対象に，オペラハイライト《フィ

ガロの結婚》に関するアンケート調査を実施した。内

訳は次の通りである（２名が未提出）。

性別：男６名，女 27 名，計 33 名。

学年：１年生 11 名，２年生５名，３年生６名，４年

生３名，大学院生以上８名。　

調査期間：平成 22 年 12 月 17 日～ 12 月 22 日

　アンケート調査の質問項目は，以下の通りである。

【研究論文】
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３．学生に対するアンケート結果の考察

①参加した印象

　参加して「よかった」と感じている学生は 88％と

高く，キャスト，合唱は全員が満足感を得ている。一

方，オーケストラの一部とスタッフの感想に，やや

ばらつきが見られた。全体的に「楽しかった」「よい

経験をした」という回答が多く，取りかかった当初

の不安感や大変だという印象が，終演後には達成感

や充実感に変化したことがわかる。

②参加前後の自分自身の変化について

　キャストの回答からは，「歌声が磨かれた」「声がの

びやかになった」など，自身の発声について上達し

たと感じていることが読み取れる。また演技面では，

各自，DVD を見ながら役の研究に励んだようで，役

を演じることを通して自然な動きや演技を身に付け

たことがわかる。オペラ制作の過程では衣装やメイ

クの効果を，ステージを仲間と創り上げる過程では，

一体感や意識の高まりを感じている。その他，自分自

身に対して「自信のあらわれ」や「確かな成長」を

感じとっており，大人数で取り組むことや協調性の

大切さについても，身をもって実感したようである。

　合唱は，声楽未経験の学生が多く，不安材料を抱

えた出発であったが，練習を積むことで徐々に歌う

ことを楽しめるようになり，自信を持てるようになっ

ている。演技面では，恥ずかしさや難しさを感じて

いた初期から笑顔で歌えるように変化した学生が多

い。制作過程では，本番が近付くにつれて，合唱の

枠に捉われず，オペラ全体を見通せるように変化し

たことがわかる。

　オーケストラの回答からは，歌い手とのバランス

やアンサンブルの大切さをより感じるようになって

いることが読み取れる。制作過程では，練習日程や

オー ケストラ編成の不安感が楽しさやアンサンブル
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力の向上へと変化している。スタッフは，裏方の大

変さや戸惑いから，舞台が完成に近づくにつれ，徐々

に楽しさを感じるようになっている。また，スタッ

フがスムーズに動くためには，キャストや教員との

協力が必要だとの思いももったようである。

③教員養成でのオペラ活動の意義について

　良い経験であると感じた学生は全体の 97％で，大

半の学生が活動の意義を共有していることがわかる。

学生たちが回答した意見は，部門を越えて，ほぼ次

の２点に集約できた。一つめは，「経験の重要性」で

ある。オペラのような総合的且つ横断的な分野の経

験は，教育現場で活用できると考える学生が多かっ

た。二つめは，「自己省察への言及」である。多くの

人数が関わる表現活動に携わることで，自らの協調

性や自主性を伸ばすことができたと考えており，今

回のオペラ出演で学生たち自身が得たモノやコトは，

予想以上に大きかったといえるだろう。

④課題について

　キャストや合唱，オーケストラの回答からは，自

身の発声や演奏技術やアンサンブルの力をさらに伸

ばしたいという意見が多くみられた。一方，全部門

を通して「各部門の学生同士の連携が十分ではなかっ

た」という反省が，共通して見られた。さらにオー

ケストラのパート譜の遅れや，本番一週間前でもス

コアや小道具が揃わなかった等，全体練習での混乱

に関する意見もみられた。前もって準備するだけで

なく関係者全員が共有することの重要性や，諸伝達

の徹底についても，多くの学生が課題であるととら

えている。今後は，スケジュール管理をはじめ，学

生主体の展開ができるよう学生リーダーを中心とし

た体制づくりが必要である。

⑤次回への参加について

　全部門を通して，「次回も参加したい」という回答

は 60％，「参加したくない」や「わからない」とい

う回答は約 40％であった。前者は，キャストが大半

を占めている。後者の意見は，オーケストラ，合唱，

スタッフが多かった。キャストを演じた大半の学生

は，入学後，声楽の勉強を２年以上経験しているが，

合唱には，声楽経験の浅い初心者も存在しており，

表現活動への自信の無さがこうした回答と結びつい

たのかもしれない。さらに「④ 課題について」で述

べた，準備の遅れや混乱等との関連も指摘できるだ

ろう。いずれにしても，次回への参加について慎重

な態度をみせた学生が予想以上に多かった。これは，

私たち教員が，別途検討すべき課題と思われる。

４．学生オペラに参加経験のある学生の意見

　「学生へのアンケート調査」とは別に，これまで学

生オペラに参加経験のある在学生２名に対して，①

オペラハイライトを３名の教員の指導体制で行った

点と，②運営面の２点について，感想を含めた聞き

取り調査をおこなった。この２名は，これまで声楽

指導者が一人で担当・運営してきたオペラ・ミュー

ジカルに参加している。

①３名の指導体制について

良かった点

・心強く精神的に安心して練習に取り組むことができ

た。

・練習も３人の先生方が見てくださることで，さまざ

まな視点から見た指導やアドバイスを受けることが

できた。

・学生への負担がかなり少なかったため，自分たちの

練習だけに集中することができた。

反省点

・自分たちで考えて行動するという機会が少なかった

ため，以前のような学生が主体となって行うという

雰囲気が弱かった。

・先生方に頼り過ぎた面がある。

②運営面について

良かった点

・７月に練習を始めた時点から，本番までの計画が綿

密に立てられていたため見通しを持ちながら余裕を

持って練習に取り組むことができた。

・今回は参加している学生が多かったので，キャスト・

合唱・オーケストラ・スタッフと，部署がはっきり

分かれていたことがよかった

・練習の出欠についても，インペグ一人で全体を把握

するよりも，今回のように各部署で確認したほうが

効率良い。

・キャストが運営にも関わるとき，一番ストレスなの

が，運営の仕事で自分の演奏に集中できないことで

ある。今回は，搬入・搬出関連もスタッフにやって

いただけて，本当に助かった。

反省点

・スタッフの方が小道具を全て用意するという点で，

スタッフにどんな小道具がどんなときに必要という

ことが伝わっていなかった。そのため，なかなか小

道具がそろわず，キャストも勝手に用意していいも

のなのかわからず，本番一週間前になっても小道具

がそろってないという状態だった。スタッフもどう

動けば良いのか十分に把握できておらず，混乱して
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いる様子だった。

・キャスト一人ひとりに担当のスタッフをつけること

は，今回は全く機能していなかかった。

・演技をキャストとスタッフが一緒に考えることは，

必要なかったのではないか。

・各部署が独立し過ぎていて全体の状態を把握しにく

い。特に顕著だったのが，衣装と小道具である。こ

れまで衣装も小道具も基本的にはキャストが自分で

用意していたため，スタッフにどこまで任せていい

のか分からなかった。当初，キャスト一人ひとりに

合唱隊から担当をつけるという話で，実際分担もさ

れたにも関わらず，結局ほとんど機能していなかっ

たように思う。合唱やオーケストラの練習は進んで

いるのか，スタッフは今どういう仕事をしてくれて

いるのか，もう少し各部署が連携をとりながら，お

互いの状況を把握できていれば良かったと思う。

改善案

・今後も今年と同じ規模でやっていくのであれば，単

なる名簿ではなく，組織図を作って，仕事もリスト

アップしたほうがいいと思う。

・キャストも一緒に大道具や小道具の準備をすること

が必要。スタッフの方たちだけでは何がいつ必要な

のかということを，把握しづらいため，キャストと

一緒に連携を図りながら進めていった方が良いので

はないかと思った。

・オペラの責任者と学生運営委員会がもっと連携する

ことが必要。この問題は，ずっと感じてきた課題で

ある。オペラが定期演奏会の中のひとつの演目であ

るという意識が薄い。学生運営委員会もオペラ参加

者も舞台運営をしていくにあたって，学生運営委員

会との協力と相互理解は不可欠だと思う。

・学部３年生のキャストに，もっと運営に関わること

が必要。そうしないと，４年生に進級した際，中心

となって運営を行うことができないと思う。しっか

り運営に関わって，舞台構成の諸要素を知ることが

できるのも，オペラやミュージカルの良い所だと思

う。裏方の部分まで知ってこそ，本当の達成感や喜

びが味わえるのではないでしょうか。 

　上記の感想に見られるように，３名の教員による指

導体制によって，学生が安心感を持ってオペラに集

中できたことは，大変良かったのではないかと思わ

れる。一方，改善すべき点として，運営に関する重

要な意見を収集することができた。オペラ参加学生

の部門間での連携不足の解消や運営委員会とオペラ

との関わりを密にすること，３年生のオペラ運営面

への参加等についても，これまで「学生オペラ」に

参加経験がある学生ならではの，貴重な意見である。

いずれも学生オペラ継続のうえで，学生が主体的に

検討すべき点であるが，同時に，私たち教員が支援

すべき課題でもあろう。

Ⅲ 指導者に対するアンケート調査
　次に，３名の指導者に対しておこなったアンケート

調査について述べる。質問項目は，以下の通りである。

１．アンケート調査の結果

①参加した学生の変化について

キャスト・合唱：

・取り組む意欲，演奏レベル，協力体制は徐々に向上

していく様子が見られた。キャストの中には，声楽

が専門でない学生やこのような集団の創作活動の経

験が不足している学生も存在し，キャストの集団に

なかなか入り込めない，練習日程を組む際の協力体

制など，難しい場面が多数見られたが，本番が近付

くにつれ，まとまって行く様子が見られた ( 虫明 )。
・最初は自信のなさや迷い等が表現に表れていたが，

練習を重ねるにつれ，自分自身の表現の方法を探求

しようとしている様子が見られるようになったと思

います。それによって，表現力も豊かになり，自信

につながっていったように感じます（早川）。

・キャスト…配役が決まった時点から，役づくりにコ

ツコツはげむタイプと，本番１ヶ月前に，いきなり

上手になるタイプの２種類があるなあと思いました。

でも，どちらのタイプであっても，「自分のピーク」

を本番にあわせて調整していました。さすがです。

村娘…自分たちの役が明確になったのは，夏休み頃

からです。練習を重ねながら，じわじわと上手になっ

ていきました。（小川）。

オーケストラ：

・指揮者は博士課程３年，楽器編成は１年生４名，２
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年生２名，３年生１名，卒業生１名，外部賛助２名の

小編成であった。結成から本番まで，練習計画が立

てられず，直前で楽器１名の交替があるなど，技術面，

意識の不足，オペラの音楽を引っ張って行く大切な

部門であることの認識が甘かったのではないかと考

える。これは，上級生が少なく演奏技術が不安定で

あったこと，責任者の学生がオーケストラをまとめ，

いい音楽を目指していく意気が薄かったこと，オー

ケストラのパート譜が２幕以降遅くなったこと，練

習不足など，さまざまな原因が重なっている。本番

は何とか大きな事故もなく乗り切ったが，学生自身

には演奏や運営面では不満が残ったのではないか（虫

明）。

・賛助の方々とのコラボが，学生には「よい演奏をし

なければ・・・」という良い影響を与え，意識が高まっ

たように感じます（早川）。

スタッフ：

・今回，演出や台本の内容の把握が遅くなり，舞台小

道具，大道具が必要な時期に，ほとんど揃わない状

態であった。そのため，スタッフの学生自身が不安

感を持って，練習に参加し，指導者側からの注意を

受けるというあまりよくない状況が続いた。キャス

ト，スタッフ，教員側との密な連携の不足だったの

ではないか（虫明）。

・後半は，スタッフを頼りに仕事を任せるという方向

にもっていくことによって，前向きに動いてくれる

ようになったと思います（早川）。

②指導者自身の変化について

・これまでの一人で学生オペラを創り上げるという重

責を３名で分担し，それぞれの教員の特性を充分に

発揮できた演奏会であった。言い換えれば，オペラ

のような総合的な要素を含む芸術は，今回のように

声楽以外の教員も加わることによって，可能性を拡

大，新しいアイデアを導入できる大きなきっかけと

なったと感じた（虫明）。

・声楽が専門でない身にとって，どのように関わって

( 役だって ) いけるのか心配がありましたが，何より

一つの音楽を学生と一緒に作っていくことの勉強を

改めてすることができたように感じています。単に歌

唱の指導だけでなく，精神的な面の支えや練習計画，

事務的な準備，オーケストラのこと，スタッフのこと，

演出のこと，道具等のこと，賛助への配慮等々・・・

本当に多くのことに意識を向ける必要があり，その

指導や準備の過程は大変であることを，まさに実感

しました。本当に私自身が勉強になりました。また，

声楽の専門家（オペラ経験者）がいてこそできる取

り組みであり，専門の違う教員の連携は必要である

とあらためて思いました（早川）。

・背景づくり，大道具・小道具の工夫，幕間やシーン

のつなぎの工夫，台本作成，演出サポートなど，さ

まざまな仕事に携わりました。すべてが初めての内

容でしたので，オペラ演出に関する基礎的な知識を

勉強しつつ，本番に向けて段取りを構築するという，

スリリングな体験でした。序曲を聴き比べることは

もちろん，これまで演出家によってどのような工夫

が，どのようになされてきたのかを知るため，数種

類のオペラ《フィガロの結婚》を見比べました。演

出に関する本も数冊読み，また，発声指導のテレビ

やビデオも積極的に視聴しました。これまで関わっ

てこなかった分野であったため，こうした「泥縄式」

の勉強であっても大変役に立ったと思っております。

これらすべてのことが，私の「変化」 と言えるでしょ

う（小川）。

③教員養成における学生オペラについて

・学生のオペラ活動は，音楽大学や芸術大学では，定

期的に開催されている。その場では，プロの演出家や

指揮者のもと，プロを目指す学生たちがしのぎを削

り，オペラの原語上演に向けて，コレぺティで研鑽し，

指揮者，演出家の指導を受け，本番直前の数回でオー

ケストラ練習と合同し，ゲネプロ，本番に臨む。衣装，

舞台装置，照明，メイクなどは，外部業者に委託す

る場合が多い。教員養成の学生オペラの意義を上げ

るとすれば，まず，音楽芸術のプロでなく，教員の

プロを目指している学生が活動していることである。

とはいえ，学外で演奏し，聴衆が存在するからには，

教員養成であるから演奏レベルが低くてもよいとい

うことにはならない。また，舞台の大道具，小道具，

演出など，学生自身が考えて，制作していく過程も重

要である。それぞれの部門の学生たちが最大限の努

力をしていく過程は，教員養成でしかできないこと

であろう。これらの体験は，将来教員になったときに，

活かされていくことになる。ただ，学生サイドから

見れば，キャストに注目度が高く，スタッフやオー

ケストラは補助的なものという意識が強いと感じら

れる。理想的には，これらの部門すべてを経験する

ことも必要であろう。全員で創り上げるものだとい

う意識や一人ひとりの満足感をさらにアップさせて

いくための方策は熟慮していかなければならないで

あろう（虫明）。

・このような経験は，卒業してからは本当にできない
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と思います。単に歌唱能力や表現力を高める問題だ

けでなく，またその指導法の勉強だけでもなく，人

と人との関わりの中で，どのように音楽を作り上げ

ていくのか，さらには，自分自身の人間の成長につ

ながる取り組みであると思います。（２）で前述した

ように，背後にはさまざまな準備や配慮などが必要

で，そこに意識が行き届くかどうかが大切です。教

員養成にはそれがとても必要なことであり，この取

り組みはその視点からも意義あるものと思います（早

川）。

・音大であれば，自分たちの技量をアピールすること

に主眼をおいたでしょう。あるいは，イタリア語（日

本語字幕）にこだわったり，オーケストラの質を高

めることに重きをおいたりしたでしょう。しかし教

育学部だからこそ，観客⇔舞台の交流を何よりも重

視できました。来場されたお客さま達に楽しんでい

ただくこと，オペラって面白いね，素敵だねという

親近感を持ってもらうこと，この目的は，教員養成

を主目的としている教育学部でなければ達成できな

かったと思います（小川）。

２．各教員の見出した今後の課題

　教員 ( 指導者 ) を対象にしたアンケートからは，オ

ペラへの取り組みの成果として，学生の成長が見てと

れたこと，また，各教員自身の変化・成長にもつながっ

たこと，そして内容学と教科教育の各分野の教員が

協力することによって得られた教育的意義について，

確認できた。

　一方で，いくつかの課題も明らかとなった。それ

ぞれの教員が見出した課題の内容を，次にまとめる。

・今回のオペラハイライトに対して，学生同士の連携

不足を感じた。分野別に仕事を担当させ，本番まで

どのように学生たちが進行させていくかという点で，

指導者側の意図が学生たちにはスムーズに伝わらな

かったのではないか。例えば，学生にハイライトシー

ンを選択させ，小道具や衣装をキャストに配属して

考えさせるというワークを課したのであるが，本番 1
週間前でも衣装や小道具が準備できていないという

状況が見られた。オペラ未経験の学生には困難な作

業だったと察せられるが，キャストと担当学生との

連携が計れなかったことが大きいと思われる。また，

キャストにも同じように，期限付きで歌唱や演技を

完成させるような指導を行ったが，個々の歌唱技術

に差があり，咽喉を痛めかけた学生や発声を崩した

学生も見られたことから，本番に向けての仕上がり

や進度は，少しずつ浸透させ，気持ちや能力を熟成

させる期間が必要であると再確認した（虫明）。

・学生オペラをやりやすい環境に整えることが必要で

す。発表場所，予算など，物理的な支援をどのよう

に得ていくのか。また，大学の取り組みとして広げ

るには，どのように周りと連携すればいいのか…な

ど（早川）。

・来年度以降の進め方について，音楽教室講座として

考えなければならないと思っています。毎年開催す

るのか，それとも数年おきに開催するのか，規模を

どうするか，演目をどうするか等，継続の仕方が課

題だと思います（小川）。

Ⅳ　まとめと今後の課題
　以上，本稿では「学生オペラ」に関わった学生と

教員（指導者）を対象に実施したアンケート調査，

及びオペラの参加経験のある学生への聞き取り調査

結果をもとに考察した。学生たちは，オペラに出演

することによって，自身の音楽的な成長だけでなく，

学生同士の連携の必要性を強く感じ取ったようであ

る。志を同じくする仲間と一致団結して，一つの目

標に立ち向かったことは，連帯感を強め，集団の絆

を深めるためにも有意義であったといえよう。一方，

指導者らは，音楽教育のさまざまな視点から，学生

の意識や表現力を誘発し，育てていくことが重要で

あることを再認識した。これらの内的評価から見て

も，全体としては「学生オペラ」を成功裏に終える

ことができたといえる。

　最後に，学生オペラの今後の課題を以下の 6 項目

にまとめる。

１．音楽教育講座としての，学生オペラの位置づけ。

２．照明・衣装・小道具・大道具などの，オペラに

係る諸経費の捻出。

３．関係者全員を対象とした全体練習や，個別の練

習日程の組み方。

４．オペラの責任者と学生運営委員会との連携，学生

同士の連携など，スムーズな運営のための方策。

５．学生が主体となる体制づくり。

６．オペラに関心のある学生への呼びかけ，及び他

専攻の学生確保と音楽指導。

　こうしたさまざまな課題の解決に向け，教員だけ

でなく学生と共に協議・検討しながら，より良い改

善方策を考えていきたい。 
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Leading Cultural Activity through Student Opera (2)
: Analysis of the Internal Evaluation of a Teacher and Student

Masako MUSHIAKI (Graduate School of Education, Okayama University)
Yoko OGAWA (Graduate School of Education, Okayama University)
Rinko HAYAKAWA (Graduate School of Education, Okayama University)

We carried out a “Student Opera”, as a cultural activity aimed at community improvement and human 
resource development, in which Okayama University students could play an active part on an educational 
front. The purpose of this paper that followed by “Leading Cultural Activity through Student Opera (1)” was 
to discuss the importance of leading innovation through music and to analyze internal evaluations using 
questionnaires. The questionnaire results for the university students show that 88% students were very 
satisfied and 97% students felt their opera as a good experience. Most students shared the significance of 
their activity and also considered the actual meaning of independence, self-esteem, and collaboration. Some 
of them pointed out several difficulties related to the cooperation with fellows. Findings of the present paper 
suggest that we shall cultivate and observe more carefully the future of “Student Opera”. 

Key-words: student opera, human resource development, various cooperation, leading cultural activity, 
internal evaluation


	戻る



